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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

　ኟᏘ交流より児童３名が㏣加となり、大宜味小６年生඲員で参加することができた今回の෤Ꮨ交流。児

童㐩は１月からィ５回の事前学⩦会に参加し、交流の心ᵓえや村㟷年会のᣦ導による࢚イࢧー⦎⩦に⇕心

に取り⤌み෤Ꮨ交流を心ᚅちにしていました。

　ึ日はᮅ早くからの出発ᘧに参加し、そこからバス、㣕行機、新ᖿ⥺➼の⛣動です会ὠ⏫に╔く㡭には

児童㐩に⑂れも見えましたが、す会ὠ⏫児童との久しぶりの෌開に⑂れをᛀれ大႐びしていました。２日

目は㭯ࣨᇛ（会ὠⱝᯇᕷ）見学や、午後は㞷の積もっている場所に⛣動して㞷遊び（㞷合ᡓ、㞷ࢯリ、㞷

るま作り➼）を楽しみ、㞷国ならではの体験をすることができ、３日目の㞷国まつりでは児童㐩によるࡔ

ました。また、この日ࡆーを会場で堂々とᢨ㟢し会場内を盛り上ࢧイ࢚

の᫨食後にはす会ὠ⏫とのおูれᘧを行い、ูれをᝰしみながらᮾிへ

⛣動し、⩣日の１２日（日）に児童㐩はお土⏘と一緒に、Ἀ⦖とは㐪う

ἑᒣの㈗㔜な経験を大宜味村へᣢちᖐりました。

　す会ὠ⏫との大切な出会い、そしてす会ὠで過ごしたこの㈗㔜な経験

が児童のみなさんにとってᑗ来の⣊となり、今後の活㌍を期ᚅしており

ます。

ୌ会ೋ಴̧࣐͒̀̽͘した！！

大ܽྙఆ・ୌ会ೋ಴ȶఘࡑの့ȷൃၠ࢐ܬȪˎ࠮˕日ȡˍˎ日ȫ
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３ 中３サプライズ／教職員バスケ

　２月 16 日（金）、大宜味中学校３年生に「大宜味中学校３年生義友クラスを応援する会」から、高校受験に向

けて頑張る３年生にサプライズプレゼントが手渡されました。

　日常が戻りつつあるものの、小学生の時から行事や学校生活で自粛や制限を余儀なくされた今年の３年生。そ

の中でも元気で周りを盛り上げてくれた３年生たちも春にはぞれぞれの夢に向かって高校受験に挑みます。そん

な３年生たちの頑張りに後押ししたいと、今年も大宜味村社会福祉協議会の島袋経子さんが発起人となり、役場

の同志や大宜味村民生委員・児童委員協議会（平良政代会長）などが集まり「大宜味中学校３年生義友クラスを

応援する会」を結成、準備を進めてきました。

　サプライズプレゼントの中身は大宜味シーちゃんクッキー（金城朋美さん）、シークヮーサーゼリー（松本安子

さん）、ケーキといちご（島袋緒佐さん）、チカラムーチー（宮城みゆきさん）、受験にきっと勝つという願いが込

められたキットカットと応援メッセージ（大宜味村民生委員・児童委員協議会）でどの品もみんなの気持ちが込

められた一品。一人一人の名前が書かれたネームプレートも新城あゆみさんの手作りです。

　民生委員会長の政代さんは「みなさんは大宜味村の宝。いよいよ受験も迫ってきた頃。目標に向かって頑張って」

と激励しました。

　プレゼントを受け取り島袋恭輔さんは「卒業まであと 20 日。今日もらったプレゼントを力に変えて頑張りたい」

と感謝しました。

　応援隊だけでなく、村民みんなが応援しています！夢に向かって頑張れ！！３年生！！

人生が夢を作るんじゃない 夢が人生を作るんだ

大宜味中３年生を手づくりプレゼントで応援

野球しようぜ！大谷翔平選手グローブ贈呈

　２月８日（木）、大宜味小学校において大谷翔平選手グローブ贈呈式が行

われました。

昨年 11 月に全国の小学校にあわせておよそ６万個のグローブを寄贈するこ

とを自身の SNS で発表していた大谷選手。大宜味小にも右利き用２つ（大・

小）、左利き用１つが届き、この日みんなの前でお披露目となりました。

　宮城政信教育長は「このグローブが私たちの次の世代に夢を与え勇気づ

けるためのシンボルになることを望ん

でいます。野球しようぜ」と書かれた大谷選手のメッセージが読み上げ、児

童会役員にグローブを手渡しました。続いて政信教育長から「将来の夢や希望」

についてお話があり、政信教育長は「夢は変わってもいい」、「夢を持つこと

に意味がある」と伝えました。

　お話の後にはキャッチボールのデモンストレーション。グローブをはめ、

感触を体験した４年生の平良颯さんは「カッコイイ」と喜びました。

　このグローブは休み時間や学級の時間で使われていく予定です。

２わんぱく体験団⑥カーサームーチー＆修了式

第６弾 「カーサームーチー＆修了式」

　１月 27 日 （土）、 大宜味村農村環境改善センターにおいて令和５年度わんぱく体験団⑥「カーサームーチー＆修了式」

が行われました。

　旧暦 12 月８日 （今年は１月 18 日） はムーチーの日。 少し過ぎてしまったけれど、 全然むーちーびーさーじゃないけれど、

体験してみよう！イチから作るカーサームーチー。 今回はわんぱくたちのためにスペシャル講師が…

　村老人クラブ連合会から寺田光枝さん、 平良宏さん、 稲福吉昭さん、 新城寛成さんが来てくれました !!

　先輩たちから学ぼう、 イチから作るムーチーづくり。 そうです。 わんぱくなので、 用意されたもので調理するなんてありえ

ません。 ムーチーづくりで時間を要し、 手のかかる葉の採集からが今回の活動です。

　それでは早速、 葉っぱ取りに出発進行！喜如嘉の山城克子さんの畑でサンニンを、 芭蕉布保存会のバショウ畑からは

バショウの葉を採集します！

令和５年度わんぱく体験団最初から最後まで自分たちの力で

　大量に収穫したサンニン。 次はハサミで茎から外します。 葉っぱが破れてしまうとモチが包めなくなるので丁寧に作業

します。 次はムーチーに入れるイモを洗って茹でます。 それが終われば今度は葉を洗います。 虫がついていることもある

ので丁寧に洗ってきれいに拭きます。 やることはたくさん。 大忙しです。

　イモが炊けたら皮をむいて潰してもち粉、 さとうと混ぜ合わせます。 ポイントはよくこねること。 こねればこねるほどおいしく

なります。 目標は耳たぶくらいの硬さです。 納得いくまでこねられたら次はもちを葉っぱで包みます。 適当な大きさにもちを

丸めたら少し伸ばして葉の上に…。 食べる時にはがしやすく、 なおかつもちがこぼれないよう考えながら包みます。

　もちを蒸している間に寺田さんに教えてもらった

ムーチー取りゲーム （今回は紙コップで代用） をし

て盛り上がりました。

　そしていよいよ実食。 はらぺこのわんぱくたちは

自分たちで作ったムーチーを美味しそうに食べてい

ました。 頑張って作ったおかげでお土産もいっぱ

いです♪

　この日は今年度最後のわんぱくということで、

最後は修了式。 一人一人に渡される修了証書。 そして４名の皆勤賞も。 今年度もみんなよく頑張りました！！



大教委通信 No.３５０２０２４年 （令和６年） ３月１日大教委通信 No.３５０２０２４年 （令和６年） ３月１日

日曜授業参観・教育講演会／名桜大学出前授業 ４

家族と学ぼう！先輩の声を聞こう！　小中日曜授業参観・教育講演会

　２月４日（日）、大宜味小中学校において日曜授業参観・教育講演会が行われました。

　授業参観では通常の授業の他、親子で一緒に作業するくぎ打ちや版画、昔遊びなどもあり各教科に積極的に参

加する児童生徒の姿が見られました。

　４校時は小学４年生～中学３年生と保

護者、地域の方々を対象に辺土名高校３

年生の上原蓬さんを講師に招いて「後輩

たちへ」と題した講演会が行われました。

　自己紹介から始まり、辺土名高校の特

徴や自身が学校でしている活動、県外か

らきたクラスメイトと過ごして感じたこ

と、あらゆる活動を通してできたつなが

りや思いを話してくれました。蓬さんは後輩たちに向け「自分の話は一つの例であるけれど、進路を選ぶ時は『こ

こでいい』を『ここがいい』にできるくらい悩んで胸を張って言えるくらいにしてほしい、やりたいこと、その

ために必要なものを考えて」と応援しました。

　講演会終了後に行われたアンケートには「これからの高校について知ることができた」、「『あきらめないこと』

と『ここで良いじゃなくてここがいい』で考えることがわかった」、「もっとちゃんと自分の高校のことを考えたり、

やりたいことはどんどんチャレンジしていきたいと感じた」といった声があり、児童生徒、保護者に響く講演会

となりました。

自分を守るため、正しい知識を身につけよう！　名桜大学出前授業

　２月６日（火）、大宜味中学校に名桜大学看護学科の思春期応援団「やんばるがんばるぴあまーる」の学生９

名と担当教員の長嶺絵里子准教授と大浦早智助教を招き、『思春期健康教育』が行われました。

　やんばるがんばるぴあまーるでは思春期ピアカウンセラーの資格を取った学生が性に関する正しい知識を中高

生と一緒に考える活動を行っています。

　この日の授業では学生が主導となり「思春期の体と心の変化」「ライフライン（未来の夢を描いてみよう）」

「SNS の使い方」「プライベートパーツ」「心の変化」「性感染症のネットワーク」などについて、生徒とコミュニケー

ションを取りながらわかりやすく説明してくれました。

　３年生の授業では思春期の体の変化や心の変化を教えてもらい、パートナーができたらどんな風につき合いた

いか、どんな関わりがしたいかをグループで話し合い、生まれた時を 50％の幸せ度数で表したそれぞれが思い描

く自分のライフラインも書きました。また、性感染症の防ぎ方について簡単

な劇でわかりやすく説明してくれました。

　学生を代表してちゃこさんは「今日書いたライフラインは自分自身と向き

合って書いたもの。振り返り、見つめなおしてほしいと伝えました。

　授業を終え、３年生の前田明志さんは「ひとつひとつ丁寧に説明してくれ

たので話が分かりやすかった。グループ活動も盛り上りより深く考える機会

となった。今日の話を聞いて自分の体を自分のために大切にしていきたいと

思った」と話してくれました。

　自分自身についてよく考えることができた授業となりました。

５ 寄付・グローブ贈呈・教委だより・図書情報

図書室情報 №55　2024 年（令和 6年）3月
大宜味村図書室（旧議会棟：村史編纂係内）

大宜味村字大兼久 157 番地　0980-44-3009　

3 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 3,105 人

〇貸出冊数…5,325 冊

〇登録者数…１70 人

2 月の統計（2/2６まで）

〇来室者数…のべ 4５人

〇貸出冊数…125 冊

現在の蔵書数…7075 冊

～教育委員会　会議だより～

　　第１回　教育委員会会議　　令和６年 1月 25 日（木）午後２時　開催

≪審議事項≫

　　議案第１号  学校給食の額の変更について                             ≪可決≫

会議で決定した事項をお知らせします。

平良 基 様　50,000 円　　　　宮城 久 様　50,000 円

寄付

大宜味村育英会へ寄付金の贈呈がありました。

賜りました寄付金は大宜味村の子ども達を支え続けます。温かいご支援に深く感謝申し上げます。

バスケしようぜ！　第 30 回国頭地区教職員バスケットボール大会

　２月 17 日（土）、大宜味小中学校体育館で第 30 回国頭

地区教職員バスケットボール大会が開催されました。

　コロナ禍で３年連続中止となり、昨年も午前午後の部

分かれての開催でしたが、今年は 21 校と国頭教育事務所

の 22 チーム、200 名あまりが参加。一堂に会しての大会

となりました。

　教職員の健康増進、学校間の交流を図ることを目的に

行われているこの大会は、50 代以上の職員、またはバス

ケットボール未経験者の女子のゴールはプラス１点など

大会独自のルールもあり、バスケットボール経験者、未経験者も楽しめるものとなっています。

　各チーム５名選出のフリースロー大会も実施され、大会は大いに盛り上がりました。

テーブルオフィシャルには大宜味中学校と羽地中学校のバスケットボール部の部員が協力してくれました。

　大会開催にあたり友寄景善村長は「職員の皆さんが心身共に和気あいあいとプレー（活動）する事で、子ども

たちにも元気を与えると思う。行政としては皆さんが働きやすい職場のために協力していきたい。本大会のます

ますの発展を祈念します」と激励しました。

　この日は能登半島地震に係る災害義援金の募金も行われ、琉球新報社を通じて被災地に送られています。

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 
24

31
 25 26 27 28 29 30 

大城貞俊氏より著書寄贈

・ 『ウマーク日記』　　　 ・ 『この村で』

・ 『蛍の川』 　　　　　　 ・ 『ヌチガフウホテル』

村出身の大城貞俊氏より著書を寄贈いただきました。

新着図書棚にありますので、ぜひご覧ください♪

3/18( 月 ) ～ 29( 金 ) に 蔵書点検 を

行います。 通常通り貸出や閲覧等行いながら点検

しますので、 利用した本は必ずもとの場所に戻す

等、 ご協力をお願いいたします。

お
し
ら
せ
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村史編さんだより

᧛ผ✬ࠎߐだより

第 155 号　2024 年 3 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

大宜味村史編さん委員会を開催しました！
　2月26日（月）、令和5年度 第1回 村史編纂委員会を開催しました。
　会議では、現在編集作業中の「通史編」の内容と作業の進捗状況
の報告を行い、今後のスケジュールの確認、「資料編」専門部会設置
について話し合いました。「資料編」専門部会委員選出については、「通
史編」と同じメンバー構成でいきたいという事務局案の承認を得ま
したので、「通史編」「資料編」ともに令和 6年度発刊に向けて動い
ていく予定です。
　2011 年にスタートした村史編さん事業も、とうとうゴールが見え
てきました。今まで村内外よりたくさんのご協力を得てここまでく
ることができました。感謝の気持ちでいっぱいです。

残り 1年、発刊に向けて最後まで全力を尽くして駆け抜けます！残りわずかですが、引き続き村史編さん事業に
対するご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

　ӊƬた 1 月 14 日（日）にᇹ � ׅဋล܌ᛏႆᘍۀՃ会が᧏͵

さǕ、村Ӫዻさǜ̞もӋьさƤƯいただきました。

　201�（平঺ に᙭Ƭࢸᛏは、ƦのႺ܌にѣき出したဋล࠰（5

たǳȭȊᅤにより˺ಅが᡿ǕƯいたものの、Ɯのࡇ、Ʀのμ˳΂

がᙸえƯきました。

　ӷዻᨼۀՃ会では、ƜǕまでのኺዾǍ現在のᡶ਻ཞඞ、᝻金計

ဒƳど、ዻᨼۀՃᧈのჇշ࣓џさǜかǒɠݗƳᛟଢがᘍǘǕ、᝻

金ᛦ達ƱいƏ大きƳᛢ᫆もԃǊƯ、ғൟȷᣂӐ会がɟɺƱƳƬƯǴȸȫをႸਦすƜƱをᄩᛐしました。Ǧȳ

Ǭȟの᪭、大宜味村で 10 冊ႸƱƳǔဋล܌ᛏのᛓဃが஖ࢳさǕます。

　寄贈資料の紹介

○南方文化の探究（河村只雄／昭和 14 年）（金城清松蔵書）

○工藝（柳宗悦／昭和 16 年）（金城清松蔵書）

○化粧陶器（河井寛次郎／昭和 23 年）（金城清松蔵書）

○續南方文化の探究　薩南・琉球の島々（河村只雄／発行：昭和 17 年）（金城清松蔵書）

○私の念願（柳宗悦／昭和 17 年）（金城清松蔵書）

○宮古島市史　第三巻　自然編　第Ⅰ部　みやこの自然　別冊（宮古島市教育委員会／令和 2年 3月）

○宮古島市史 第二巻 祭祀編（下）悉皆調査〈城辺地区 上野地区 下地地区 伊良部地区 多良間村〉

（宮古島市教育委員会／令和 3年 3月）

○宮古島市史　第三巻　自然編　第Ⅱ部　みやこの自然と人（宮古島市教育委員会／令和 5年 3月）

○宮古島市史資料 8　佐良浜の祭祀歌謡―モトムラのオヨシを中心に―（宮古島市教育委員会／令和 5年 3月）

 ○歴代宝案補遺編 1　歷代寶案　校訂本第 2冊（活字本）（沖縄県教育委員会／令和 5年 3月） 

○今帰仁村兼次誌（令和 5年 7月）  

○とみぐすく写真アーカイブ　1豊見城、2宜保、3我那覇、4名嘉地、5田頭、6瀬長、7与根、8伊良波、9座安、10 渡橋名、

11 上田、12 渡嘉敷、13 翁長、14 保栄茂、15 高嶺、16 平良、17 高安、18 饒波、19 金良、20 長堂、21 嘉数、22 真玉橋、

23 根差部、24 豊崎、25 豊西、26 真玉橋団地、27 高安台、28 タワーサイドハイツ（豊見城市教育委員会／令和 3年～ 5年）

○ためになる首里語ゆんたくふゐんたく箱（JA 共済連沖縄／令和 5年 5月）   

○『第 35 回平和創造展「核とミサイルと読谷村」展示資料集』（読谷村教育委員会／令和 4年 11 月）

ဋล܌ᛏᴾᴾᴾ　　ἻἋἚἋἣーἚ ᴿဋล܌ᛏᴾᴾᴾ　　ἻἋἚἋἣーἚ ᴿ

図書室で閲覧

できます！

䠓 ᧛ผ✬ࠎߐだより

　天野鍜助（あまの かすけ）1883（明治 16）年―1966（昭和 41）年　

饒波出身、旧姓金城（昭和 23年天野に改姓）。師範学校卒業後、教職の道へ。1920（大

正 9）年、民選による最初の大宜味村長に就任、以降３期村長を務めたが、1931（昭

和 6）年の村政革新運動によって辞任。

　在任中は沖縄で初となる鉄筋コンクリート造の村営質屋、役場庁舎の建設、電

話架設、村育英会設立、鰹船組合設立、製脳（樟脳製造）事業、茶業、林業等の

振興に力を入れ、大宜味村の基盤づくりに尽力した。

　村長辞任後も村会議員、県議会議員として精力的に村政・県政に関わり、那覇における物産展に芭蕉、棕櫚、

わらび細工等を出展、販路拡張に務める傍ら、県砂糖組合理事、県農会議員を兼ね、帝国農会議員など数々の重

職も歴任。村長在職中から辞任後も変わらず産業、教育、地方自治面で活躍した。

　天野鍜助日記とは…天野が明治の頃から 80 歳余で亡くなるまで書き記した日記で、行間からは二つの大戦を

挟み近代化へと向かう社会の動きと、几帳面で勤勉な人柄が読み取れとても興味深い。また、1932（昭和 7）年

6月 14 日、村長辞任の翌 15 日には、「日中飲ム」の記述があり、人間天野鍜助の心情も赤裸々に綴られている。

令和 5年 12 月に金城功氏から寄贈されたものの中から、当時の村政や世相に関連する記述を紹介します。
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と
あ
り
村
政
革
新
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動
で
追
い
詰
め
ら
れ
て
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た
当
時
の
鍜
助
へ
の
エ
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だ
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思
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れ
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天野鍜助日記ヲ読ム１
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　今年の冬は暖かいですね。 むーちーびーさーも寒くなかったし、 ２月も暖かかった。 いつもの冬だったらどんよりした空だったの
に青空がよく見られました。 暖かいのも晴れも青空も好きだけど、 なんだかなぁ。 冬は冬になってほしいな。
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１日（金）県❧高校༞業ᘧ

４日（月）区長会

６日（Ỉ）県❧高校ධ学ヨ験 ～㸵日

㸵日（木）（中）小６体験ධ学

９日（土）中学校 ༞業ᘧ

11 日（月）（中）振᭰ఇ日（3�9 ༞業ᘧ）

14 日（木）県❧高校合格発表

15 日（金）（ᅬ）ಟ了ᘧ（５ṓ児）

16 日（土）（中）部活動対ᢠ㥐伝大会

18日（月）小学校 ༞業ᘧ

19 日（火）小中学校 ಟ了ᘧ 㞳௵ᘧ・37S$ 送ู会

20 日（Ỉ）春分の日

28 日（木）（ᅬ）ಟ了ᘧ（㸮ṓ～４ṓ児）

定例教育委員会議

29 日（金）㏥職者㎡令交௜ᘧ

3 ࠮ 32 日

΂ーケストρの日


